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(57)【要約】
【課題】より薄型化が可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】アレイ基板１４と対向基板１６によって液
晶層１５を挟持し、アレイ基板１４の側部にＬＥＤ１８
が配され、アレイ基板１４より形成され、アレイ基板１
４内部にＬＥＤ１８からの光を面上に拡散させ、且つ、
液晶層１５側に屈折する変性領域を形成したものである
。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アレイ基板と対向基板によって液晶層を挟持し、前記アレイ基板の側部に光源が配され
た液晶表示装置において、
　前記アレイ基板は、透光性絶縁基板より形成され、
　前記アレイ基板内部に前記光源からの光を面状に拡散させ、かつ、前記液晶層側に屈折
する変性領域を形成した、
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記透光性絶縁基板内の前記変性領域は、光高密度エネルギーにより変性されている、
　請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記透光性絶縁基板内の前記変性領域の位置は、前記光源側の一端部から他端部に向か
って前記液晶層に近くなる、
　請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記透光性絶縁基板が、ガラス基板である、
　請求項１記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置の照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近の液晶表示装置においては薄型化が図られ、特に、携帯電話等に搭載される液晶表
示装置は、その薄型化の要求が高い。そのため、従来より液晶パネルの裏面に配されるバ
ックライトは、導光板の側部に点光源であるＬＥＤを配し、バックライトを極力薄型化し
たものが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－１２１８２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記のような構造の液晶表示装置においては、バックライトには、ＬＥＤからの光を面
上に拡散させ、かつ、液晶パネルに屈折させるための導光板、反射板、プリズムシート等
が必要であり、バックライトを薄型化するには限度があった。
【０００４】
　そこで、本発明は上記問題点に鑑み、より薄型化が可能な液晶表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、アレイ基板と対向基板によって液晶層を挟持し、前記アレイ基板の側部に光
源が配された液晶表示装置において、前記アレイ基板は、透光性絶縁基板より形成され、
前記アレイ基板内部に前記光源からの光を面状に拡散させ、かつ、前記液晶層側に屈折す
る変性領域を形成した、液晶表示装置である。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、アレイ基板内部で光を拡散させ、屈折させているため、従来のような
バックライトが不要となり、より薄型化を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明の一実施形態の液晶表示装置１０について図１及び図２に基づいて説明す
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る。
【０００８】
　本実施形態の液晶表示装置１０は、薄型化された携帯電話に搭載されるものであり、２
～３インチのサイズである。
【０００９】
　この液晶表示装置１０の液晶パネル１２は、アレイ基板１４と、対向基板１６と、アレ
イ基板１４と対向基板１６とに挟まれた液晶層１５とより構成されている。
【００１０】
　また、液晶パネル１２の側部で、かつ、その中央部に、点光源であるＬＥＤ１８が配さ
れている。このＬＥＤ１８とアレイ基板１４との間には、偏光部２０が介されている。
【００１１】
　アレイ基板１４は、ガラス基板より構成され、その内部に変性領域２２が形成されてい
る。この変性領域２２は、図２に示すようにＬＥＤ１８から経た光が偏光部２０によって
直線偏光される。そして、直線偏光された光が、面上に拡散するようにし、かつ、図１に
示すように液晶層１５に向かって屈折するようにしている。即ち、変性領域２２は、ＬＥ
Ｄ１８からの光を図２に示すように均等に拡散させ、また、ＬＥＤ１８からの光をほぼ直
角に屈折させ、液晶層１５に入射させている。
【００１２】
　この変性領域２２は、アレイ基板１４の面状全てに存在し、また、断面の位置に関して
は、図２に示すように、ＬＥＤ１８側は、アレイ基板１４の裏面側に位置し、その後ＬＥ
Ｄ１８から離れるほどに液晶層１５に近づく傾斜した状態となっている。図１ではこの変
性領域２２を斜線で示している。
【００１３】
　このアレイ基板１４内部に変性領域２２を形成する方法としては、例えば特開２００５
－２７５２６８公報に示されるような技術を用いて形成することができる。具体的にはア
レイ基板１４が溶融石英を用いたガラス基板を用いているとすると、そのガラス基板の屈
折率変化の誘起が完了する完了時間内にある複数の光パルスをセットとして、その光パル
スのセットを完了時間よりも長い間隔を開けて繰り返し照射し、ガラス基板の所定の領域
の屈折率を変化させている。この複数の光パルス内の最初の光パルスの振幅は、後続の他
の光のパルスの振幅よりも小さくし、完了時間としては１～１００ｐｓとする。
【００１４】
　このように、アレイ基板１４を構成するガラス基板について各領域においてＬＥＤ１８
からの光が面上に拡散し、かつ、液晶層１５側に屈折するように各領域に光高密度エネル
ギーである光パルスを与えて変性させている。そして、このような各領域における屈折率
の変性部分が集合した領域が変性領域となる。
【００１５】
　上記のようにアレイ基板１４内部で、光を面上に拡散させ、液晶層１５側に屈折させる
ことにより、従来必要であった導光板やプリズムシート、拡散板が不要となり、いわゆる
バックライトの概念が不要となる。そして、単にアレイ基板１４の側部に偏光部２０を介
してＬＥＤ１８を設けるだけで液晶パネル１２の照明を行うことができるため、より薄型
化を行うことができる。
【００１６】
　なお、上記実施形態では特開２００５－２７５２６８公報の技術を用いて変性領域を形
成したが、これに限らず光高密度エネルギーを加えてガラス基板内部に変性領域を形成す
る方法であれば、他の方法を用いてもよい。
【００１７】
（変更例）
　本発明は上記各実施形態に限らず、その主旨を逸脱しない限り種々に変更することがで
きる。
【００１８】
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　例えば、上記各実施形態では、ＬＥＤ１８を１個だけ設けたが、これに限らずアレイ基
板１４の側部に複数個配列させてもよい。
【００１９】
　また、ＬＥＤ１８に限らず直管状の冷陰極管をアレイ基板１４の側部に沿って配しても
よい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態を示す液晶表示装置の縦断面図である。
【図２】同じく液晶表示装置の底面図である。
【符号の説明】
【００２１】
　１０　液晶表示装置
　１２　液晶パネル
　１４　アレイ基板
　１５　液晶層
　１６　対向基板
　１８　ＬＥＤ
　２０　偏光部
　２２　変性領域

【図１】

【図２】
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